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～ 地域に伝わる言い伝えの例 ～

○過去の災害
「お寺が被害を受け、隣の集落に移転したとの話が残っている（石
川県興津東地区）」

○危険な場所
「ノケット（抜け落ちる）という地名があり、この下の林道は雨の
日に一人で通るなと言われている（長野県分道地区）」

○前兆現象
「地すべりの兆候を感じるのは、田んぼや道路がくんだり（くむ＝
崩れる）、段差ができたり、ひび割れなどが生じたときである（千
葉県小保田北地区）」

○農業の工夫
「水田の畦塗りは丁寧にした。冬から春にかけて４回も行った（高
知県中村大王上地区）」

地すべり災害から身を守るために
地すべり地と言い伝え

○○地すべり地では、そこに暮らす住民の皆さんの努力によって地すべり地では、そこに暮らす住民の皆さんの努力によって
農業が営まれ、棚田などの美しい景観がつくられてきました。農業が営まれ、棚田などの美しい景観がつくられてきました。

○○ 地すべり災害は同じ場所で繰り返し発生することから、住地すべり災害は同じ場所で繰り返し発生することから、住
民は度重なる災害から多くを学び、教訓や知識を地域の言い民は度重なる災害から多くを学び、教訓や知識を地域の言い
伝えとして残してきました。伝えとして残してきました。

○地すべり地での言い伝えは、地すべり災害から○地すべり地での言い伝えは、地すべり災害から身を守る身を守るためため
の貴重な情報です。の貴重な情報です。







○地すべりの前兆現象を最も早く発見できるのは、地域の住民の皆
さんです。

○地すべり災害から身を守るためには、住民の皆さんが地すべり災
害を予防・軽減するための取り組みを行うことが大切です。

○その際、地域に伝わる言い伝えが役立つ情報として活用できます。

地域の地すべりの特徴を知る

・行政機関の情報　・過去の災害記録　・危険な場所/安全な場所
・湧水の分布　　・地すべり地の地名　・植物の分布　・粘土の分布

地すべりがどんな時に、どの場所で起こるのか（危険な時期・
危険な場所）がわかります。

地すべりの前兆現象に注意する

・亀裂　・段差やはらみ出し　・樹木の傾きや枯れ　・地下水の変化
・山鳴りなど聞きなれない音

早期に前兆現象を発見でき、地すべりへの迅速な対応ができます。

地すべり地でのより一層の安全・安心な暮らしにつながります

地すべり災害を予防・軽減するための取り組み

地域に伝わる言い伝えを活用

地すべり災害を予防・軽減するために

農業・生活の中でできる工夫をする

　・亀裂の防止　　・地表水の排除　　・表土の流出の防止　など

農地の荒廃を防ぐと同時に、地すべりの予防に役立ちます。
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